
肉用牛生産分野における温室効果ガス
削減をめぐる情勢

本日の話題

1. メタンの温室効果に関する再評価の話題 ー肉用牛では･･･ー

2. メタン抑制資材の開発状況

3. 削減成果の活用方策（Jクレジット、見える化）
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・肉用牛生産における環境負荷とその軽減（2022/9/20）
 https://www.youtube.com/watch?v=GD4VNmzxdac

・環境負荷軽減をめぐる最近の研究動向と今後の課題（2024/2/20）
 https://www.youtube.com/watch?v=ffrd9Ywt5m8
におけるご紹介内容も参考にして下さい。

https://www.youtube.com/watch?v=GD4VNmzxdac
https://www.youtube.com/watch?v=ffrd9Ywt5m8


我が国の肉用牛生産からの温室効果ガス発生状況
日本の総排出量の0.5％、農業分野の11％

農林水産分野から排出される
温室効果ガスの発生割合

（4,796万tCO2換算、2022年度確報値
国立環境研究所、2024）

日本の総発生量の4.2％
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温室効果は、その放射強制力、
大気中の濃度、および大気中の
滞留時間（寿命）によって決定

※ 放射強制力 様々な要因により地球
の放射収支を変化させようとする力

メタンおよび二酸化炭素の当量等価パルス
放出量に対する温暖化係数の経年変化CH4

CO2

IPCC, 2021: Climate Change 2021: The Physical Science Basis. Contribution of 
Working Group I to the Sixth Assessment Report of the Intergovernmental Panel on 

Climate Change, doi:10.1017/9781009157896. より作成

（GWP)



ECO2-we＝GWPH x {[0.75 x (ΔESLCP/Δt) x H] + [0.25 x ESLCP]}
【CH4排出量の 変化率】 【CH4排出量】

ECO2-we は推定CO2 -we、GWPHは時間軸H（100年）におけるCH4の従来型地球温暖化係数、ΔESLCP
は先行する Δt (20年）と比較したCH4排出量の 変化率、 ESLCPは対象研究年度におけるCH4排出量

短寿命ガスの新しい評価法 GWP＊（スター）

kt-CO2換算

報告値

改良増殖目標に対応して
飼養頭数が増加と仮定

GWP100を用いて試算

GWP＊を用いて試算

削減対策
なし

削減対策
なし

年1％削減対策
実施

A. del Prado et al., Animal 17 
(2023) 
https://doi.org/10.1016/j.animal.2
023.100790



新たな地球温暖化対策計画における畜産分野の目標

農林水産省 2025/03

2013年度比で
2030年度 6.3％
2040年度 15.8％ 削減



メタン抑制資材の開発状況
飼料安全法における取り扱い

https://www.maff.go.jp/j/syouan/tikusui/siryo/additive.html

【飼料添加物の用途】
用途１ 飼料の品質の低下の防止
用途２ 飼料の栄養成分その他の有効成分の補給
用途３ 飼料が含有している栄養成分の有効な利用の促進

＜ GHG削減効果があるとされる資材の
表示の可否の例 ＞

・飼料添加物の指定を受けていない物質（飼料原料）
「削減できる」→ 不可

・「用途２」のGHG削減資材として、飼料添加物の指定を
受けた物質
「削減できる」→ 可

・「用途２」として、飼料添加物の指定を受けた物質
（例：リジン、メチオニン、ヒスチジンなど）

「用途３」として、飼料添加物の指定を受けた物質
（酵素、着香料）
 「結果として削減できる」 → 可

令 和 ５ 年 1 ２月 2６ 日
農林水産省消費・安全局

畜水産安全管理課長



飼料添加物として認可されたメタン抑制資材
１．3-NOP［商品名：ボベア－®（DSM株式会社）]

推奨添加量（3-NOPとして）

・乳牛 60～100 mg/kg 乾物飼料
（飼料中に 0.006~0.010%相当）

・肉牛 100～150 mg/kg 乾物飼料
（〃 0.010~0.015%相当）

30%のメタン排出
削減効果が期待

平均投与量 70.5 mg/kgDM → 平均 32.7％削減

E. Kebreab et al., J. Dairy Sci. 106:927–936.2023.

メタン産生菌のmethy
coenzyme-M 

reductase 活性を阻害

乳牛での報告例 CH4排出量

CH4排出



飼料添加物として認可されたメタン抑制資材
２．カシューナッツ殻液［商品名：ルミナップ®（株 エス‧ディー‧エス バイオ

テック）]

グラム陽性菌の生育を抑制することで
ルーメン微生物叢を制御

推奨添加量：牛用飼料 飼料中におおよそ 0.1%

我が国では 2012 年より飼料原料として流通しており、現在まで
に摂取した家畜及びその家畜から生産される畜産物について、安
全性に関わる問題は報告されていない。

Shinkai et alJ. Dairy Sci. 95 :5308–5316. 2012
http://dx.doi.org/ 10.3168/jds.2012-5554 

32％抑制
P<.001

【泌乳牛の成績】

【肉牛の成績】

飼料添加物評価書, 2025

Journal of Animal Science, 2025, 103, skae359
https://doi.org/10.1093/jas/skae359

Ｐ＝0.04

Ｐ＝0.10

g/kg DMI

％ 総VFA

19％抑制
P＝0.04

https://doi.org/10.1093/jas/skae359


乳牛への精油ブレンド（1頭あたり1日1g）の長期投与（≥28日）効果時
の平均応答比（試験区/対照区）

海外で商品化されているメタン抑制資材例
1. 植物二次代謝産物の利用［例えば、精油、商品名 アゴリン ルミナント

（オルテック）］

推奨給与量：
乳用牛＝ 0.8～1.2g/日・頭
肉用牛＝ 0.15g～0.2g

/100kg体重・頭

Belanche B et al., Animals 2020, 10, 620; doi:10.3390/ani10040620

抑制メカニズムの可能性
１）摂取量への影響
２）原虫個体数の減少
３）メタン生成菌の減少
４）ルーメン発酵パターンの変化

※ 精油の効果は、植物の種類、
収穫時期、抽出または化合物の
合成方法、投与量に大きく依存

応答比



Christopher R.K. et al., Algal Research 64 (2022). 
https://doi.org/10.1016/j.algal.2022.102673

メタン産生菌
の酵素活性を

阻害

CH4排出

海外で商品化されているメタン抑制資材例
２．海藻［例えば、カギケノリ（紅藻類）］

図 肉牛と乳牛の試験におけるブロモホルム投与量とCH4産生量

E Kebreab et al., J. Dairy 
Sci. 108:11071–11093. 
2025
https://doi.org/10.3168/jd
s.2025-26960

ブロモホルムの飼料添加
平均 28.3 mg/kg DM

メタン排出量  47％減少



海外で商品化されているメタン抑制資材例
３．硝酸塩［例えば、SilvAir（カーギル）］

自給飼料利用研究会、2009

NO3
− + H2 → NO2

− + H2O
NO2

− + 3H2 + 2H+ → NH4
+ + 2H2O

硝酸塩添加効果 CH4産生量 乳牛 −20.4±1.89% 
（16.7g/kgDM） 肉牛 −10.1±1.52%

X. Y. Feng et al., J. Dairy Sci. 103:11375–11385. 2020
https://doi.org/10.3168/jds.2020-18541

肉牛および乳牛の 硝酸塩投与量と
CH 4産生量（g/kg DM）



メタン抑制効果が期待される飼料原料
１．高脂肪含有資材［例えば、脂肪酸Ca（太陽油脂株式会社）］

図 反芻動物における脂質給与がメタン産生に及ぼす影響：
既存文献のレビュー

Martin C et al., Animal (2010), 4:3, pp 351–365.
 doi:10.1017/S1751731109990620 柴ら, 日畜会報, 74, 37-42, 2003. 

肥育開始後月齢

図 アマニ脂肪酸カルシウム4％添加による
メタン産生抑制効果

高脂肪含有飼料原料で
ある、生米糠、ビール

粕などでも



研究開発が進められているメタン抑制資材
１．微生物資材［例えば、プロピオン酸産生菌（農研機構他）］

https://www.affrc.maff.go.jp/docs/10topics/2022/attach/pdf/2022-1.pdf

農林水産技術会議 2022年農業技術10大
ニュースから



14https://wwwmaff.go.jp/j/kanbo/kankyo. /seisaku/climate/jcredit/top.html

方法論；農業関係 6件（内畜産関係は3件）削減成果の活用方策
ー J クレジット ー AG-001 牛・豚・ブロイラーへのアミノ酸バランス改善飼料の給餌

AG-002 家畜排せつ物管理方法の変更
AG-006 肉用牛へのバイパスアミノ酸の給餌



第40回Ｊ－クレジット制度運営委員会資料（2025年9月4日）から

https://japancredit.go.jp/steering_committee/data/haihu_250904/1_inkai_shiryo.pdf



肥育牛（和牛、雄）
70.9*28/1000

＝1.985t/年・頭

添加物による削減効果を
30%と見込み

CO2の取引価格を5,000
円/tとすると販売収入は

1.985*0.3*5,000
=2,978円/年・頭
（8.2円/日・頭）

※ メタン削減剤の開発目標

第40回Ｊ－クレジット制度運営委員会資料（2025年9月4日）から

https://japancredit.go.jp/steering_committee/data/haihu_250904/1_inkai_shiryo.pdf



サプライチェーンとしてGHGs削減を

製造・加工

輸送・販売

生産・輸送

カーボンオフセットからカーボンインセッティングへ
ー負担と成果のシェアリングー



18
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/files/SC_gaiyou_20230301.pdf

企業活動において環境活動のアピールは必須に！

自社の排出責任
はサプライ

チェーン全体へ
と拡大



削減成果の活用方策 - 「見える化」-

• 経営改善（効率化、健全性向上）

• サプライチェーンへの情報提供
（食料システムとしての削減策の具体化）

• 消費者の理解醸成（わかりやすい情報発信）

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/mieruka/mieruka.html



簡易算定シート結果画面イメージ
【肉用牛】

農林水産省 令和６年度 フードサプライチェーンにおける脱炭素
化の実践とその可視化の在り方検討会 第１回検討会 資料より
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/climate/vi
sual/attach/pdf/r6_1-9.pdf



本日のまとめ

• 我が国の肉用牛産業からの温室効果ガス排出量は今後増大？
→ 抑制努力は必須

• メタン排出抑制資材の開発状況 飼料添加物としての認可は現在、2件 
→ 選択肢（新規資材）は、今後、増えそう

• Jクレジットの活用、見える化の取組により、低メタン牛飼養の実践とサプラ
イチェーンとしての削減を

ご清聴、ありがとうございました。

今できることは積極的に行おう
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